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１．研究計画の概要 
 細胞内の多くのオルガネラや細胞膜を膜
ダイナミクスによって結ぶ物流ネットワー
ク・メンブレントラフィックの実態は、単な
る物質運搬ではなく、経済用語のロジスティ
クス、すなわち「原材料の調達から製品消費
までのものの流れの総合的なマネジメント」
により近い。この細胞内ロジスティクスは
個々の細胞の生存のみならず神経、内分泌、
免疫などの高次生体システムをも担い、その
障害や破綻は疾患の原因となる。本領域では
その根底にある分子基盤の解明による病態
の理解を目指し、分子細胞生物学的なアプロ
ーチと共に情報科学・工学及びケミカルバイ
オロジーとの融合研究を展開する。本計画研
究（総括班）は、融合研究である本領域が的
確に推進され、大きな成果を挙げられるよう
な体制を整える役割を担う。 
 
２．研究の進捗状況 
 総括班の主導により発足から２年弱の現
時点で数々の大きな成果が領域全体であが
っている。融合研究もそれぞれ順調に進展し
ている。領域のホームページを発足後直ちに
立ち上げ、随時内容を更新している。ニュー
スレターを、現在までに３号刊行し分野内外
の研究者に送付している。学会等で細胞内ロ
ジスティクスという概念の宣伝に努め、工学
系の学会などでは細胞内画像解析分野創造
を訴える活動も精力的に行っている。また平
成２１年と２２年に領域外の研究者にも門
戸を開いた全体班会議を実施し、百数十名の
参加者を得て活発な討論が行われた。平成２
２年には、札幌がんセミナー財団との共催で、
札幌国際がんシンポジウム 2010 「メンブレ
ントラフィックとがん」を開催し、海外１０

名国内１０名の著名なメンブレントラフィ
ック研究者による講演と一般からのポスタ
ー発表を行った。約１６０名の参加があり、
極めて充実した内容で海外からの演者の評
価も高かった。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
(理由)各計画研究公募研究において、世界的
な成果が続々と上がり、融合研究も予想以上
に進展している。啓蒙活動も精力的に行って
いて確かな手応えがある。このような進展状
況に対して中間評価では、同期の新学術領域
研究（生物系）中唯一のＡ+ （研究領域の設
定目的に照らして、期待以上の進展が認めら
れる）の評価が下された。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 ケミカルバイオロジーと細胞内画像解析
の２つの融合研究について生物系研究者と
理工系研究者の連携をはかり、実効性のある
異分野融合促進に腐心する。特に中間評価の
コメントで指摘された、融合研究の成果が研
究領域全体にフィードバックされ具体的に
研究成果が現れるような体制造りと、新しく
開発した技術の一般化や研究領域外への公
開を実現すべく、総括班が中心となって積極
的な方策を講じていく。そのためにメーリン
グリストや全体班会議を活用すると共に、融
合研究に特化したセミナーの開催などを行
う。 
 全体班会議を年一回に外部参加可能な形
で開催する。最終年度には３００人規模の国
際シンポジウムを開催する。外に向けては、
引き続き領域ホームページとニュースレタ
ーによる発信とあわせ、工学分野の学会での



講演やシンポジウム開催を積極的に行い新
分野としての細胞内画像解析への参画を促
す。国内と海外の評価者からコメントを頂き、
領域推進に役立てる。本領域の特色である企
業協力体制を引き続き維持し、強化していく。
成果の社会・国民への発信は、報道機関向け
プレスリリースや市民向けのイベントなど
を通し積極的に行っていく。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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